






























































































文の数 デス ダ デアル 体言止め マス ル／イ
414 58 274 1 751 1078
口 語 訳 3388
(12%) (２%) (８%) (０%) (22%) (32%)
387 144 77 139 975 1126
新 改 訳 4730
(８%) (３%) (２%) (３%) (21%) (24%)
203 67 33 170 730 1081
新共同訳 3582
(６%) (２%) (１%) (５%) (20%) (30%)
表２　詩篇における文末語形
文の数 デス ダ デアル マス ル／イ
256 45 228 294 1554
口 語 訳 2821
(９%) (２%) (８%) (10%) (55%)
194 276 226 247 1846
新 改 訳 3268
(６%) (８%) (７%) (８%) (56%)
163 196 228 244 1610
新共同訳 2793
















文の数 デス ダ デアル マス ル／イ
2 39 331 5 323
口 語 訳 946
(０%) (４%) (35%) (１%) (34%)
328 29 0 347 66
新 改 訳 1016
(32%) (３%) (０%) (34%) (６%)
4 131 113 ４ 634
新共同訳 1104
(０%) (12%) (10%) (０%) (57%)
表３　マタイの福音書におけるイエスの発話における文末語形
文の数 デス ダ デアル マス ル／イ
0 38 243 0 240
口 語 訳 631
(０%) (６%) (39%) (０%) (38%)
344 0 9 221 56
新 改 訳 727
(47%) (０%) (１%) (32%) (７%)
266 21 8 214 69
新共同訳 667























































































(９) Senko K. Maynard, Discourse Modality: Subjectivity, Emotion and Voice in the Japanese





































































































































































語教育論集）２，1992，Seiichi Makino, “When does communication turn mentally
inward? A case study of Japanese formal-to-informal switching.” Japanese/Korean

















デショウ マショウ ダロウ デアロウ
創世記 0 0 4 15
詩　篇 0 0 9 82
口 語 訳
イエス 0 0 5 30
ローマ 0 0 7 149
創世記 35 38 11 9
詩　篇 104 76 15 13
新 改 訳
イエス 22 6 2 0
ローマ 56 7 0 1
創世記 28 16 3 14
詩　篇 84 9 3 33
新共同訳
イエス 0 0 0 5


































































































































(16) Patricia Clancy, “Referential choice in English and Japanese narrative discourse,” in
Wallace Chafe, ed., The Pear Stories: Cognitive, Cultural, and Linguistic Aspects of Narrative































(20) John Hinds, “Topic continuity in Japanese,” in Talmy Givon, ed., Topic Continuity in
Discourse: A Quantitative Cross-Language Study, 43–94, John Benjamins, Amsterdam, 1983.
(21) John Hinds and Wako Hinds, “Participant identification in Japanese narrative
discourse,” in George Bedell, Eiichi Kobayashi, and Masatake Muraki, eds., Explorations


























(23) John Hinds, “Third person pronouns in Japanese,” in Fred Peng, ed., Language in
























(24) Andrew Fox, “Topic continuity in Biblical Hebrew narrative,” in Talmy Givon, ed.,
Topic Continuity in Discourse: A Quantitative Cross-Language Study, 43–94, John Benjamins,
Amsterdam, 1983; Robert E. Longacre, Joseph — A Story of Divine Providence: A Text-
theoretical and Textlinguistic Analysis of Genesis 37 and 39–43, 第６章, Winona Lake,
Eisenbrauns, 1989; Stephen Levinsohn, “Participant reference in Koine Greek narrative,”
in David Alan Black, ed., Linguistics and New Testament Interpretation: Essays in Discourse














彼 彼ら 彼女 彼女たち 計
創世記 391 253 118 2 764
詩　篇 149 528 2 0 679
口 語 訳
イエス 33 71 1 0 105
ローマ 41 81 4 0 126
創世記 465 305 142 4 916
詩　篇 196 585 2 0 783
新 改 訳
イエス 37 50 1 0 88
ローマ 25 65 1 0 91
創世記 120 120 87 1 328
詩　篇 116 316 2 0 434
新共同訳
イエス 11 32 0 0 43
ローマ 17 54 3 0 74
表６　代名詞の頻度
(26) 省略の可否は，一人称，二人称の表現に関しても課題になる場合が多い。具体的事
例に関しては，並木浩一「『文学書』について」『日本の神学』（特集：[聖書 新共同
訳」─旧約の場合) 30：202－209，1991，松本任弘「複合神名の訳し方について」
『みことば』9：6－10，1991を参照。
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３/3 具体的な例
まずは，詩篇10篇３～11節を新改訳と新共同訳で比較してみよう。こ
こでは翻訳文でゼロ代名詞が存在している箇所にφのマークを入れてい
る(27)。また，先行詞が同じものを指す部分は線で囲んでいる。
（改）
３　　
─
悪
─
者はおのれの心の欲望を誇り，
貪欲な者は，主をのろい，また，φ侮る。
４　　
─
悪
─
者は高慢を顔に表わして，φ神を尋ね求めない。
その思いは「神はいない。」の一言に尽きる
５　　彼の道はいつも栄え，あなたのさばきは高くて，
彼の目に，はいらない。敵という敵を，彼は吹き飛ばす。
６　　彼は心の中で言う。「
─
私はゆるぐことがなく，
代々にわたって，φわざわいに会わない。」
７　　彼の口は，のろいと欺きとしいたげに満ち，
彼の舌の裏には害毒と悪意がある。
８　　彼は村はずれの待ち伏せ場にすわり，
φ隠れた所で，罪のない人を殺す。
彼の目は不幸な人をねらっている。
９　　彼は茂みの中の獅子のように隠れ場で待ち伏せている。
彼は悩む人を捕えようと待ち伏せる。
φ悩む人を，その網にかけて捕えてしまう
『キリストと世界』第14号　　松　本　　　曜
(27) どの場合にゼロ代名詞が使われていると見なすのかには若干の問題がある。連用形
やテ形で文が接続される場合は，等位接続によって二つの動詞句が結ばれているとも
考えられ，その場合は二つ目（以下）の動詞の主語としてゼロ代名詞は存在しないと
考えられる。このような認定の問題はクランシーの英語データの扱いについても見え
る。英語で二つの動詞句が andでつながれた場合，クランシーは二つ目の動詞句の主
語がゼロ代名詞であると考えている。これには異論があろう。
10
─
不
─
幸
─
な
─
人は，強い者によって砕かれ，φうずくまり，
φ倒れる。
11 彼は心の中で言う。
「
─
神は忘れている。φ顔を隠している。彼は決して見はしな
いのだ。」
（共）
３　　
─
神
─
に
─
逆
─
ら
─
う
─
者は自分の欲望を誇る。
φ貪欲であり，主をたたえながら，φ侮っている。
４　　
─
神
─
に
─
逆
─
ら
─
う
─
者は高慢で神を求めず
φ何事も神を無視してたくらむ。
５　　あなたの裁きは彼にとってはあまりにも高い。
彼の道はどのようなときにも力をもち
φ自分に反対する者に自分を誇示し
６　　φ「
─
わ
─
た
─
しは揺らぐことなく，φ代々に幸せで
φ災いに遭うことはない」と心に思う。
７　　φ口に呪い，詐欺，搾取を満たし
φ舌に災いと悪を隠す。
８　　φ村はずれの物陰に待ち伏せし
φ不運な人に目を付け，φ罪もない人をひそかに殺す。
９　　φ茂みの陰の獅子のように隠れ，φ待ち伏せ
φ貧しい人を捕えようと待ち伏せ
φ貧しい人を網に捕えて引いて行く。
10
─
不
─
運
─
な
─
人はその手に陥り
φ倒れ，φうずくまり
158
論文　新改訳聖書と新共同訳聖書における文末語形と照応表現
159
11 φ心に思う
「
─
神はわたしをお忘れになった。φ御顔を隠し，φ永久に顧
みてくださらない」と。
両者を比べて歴然としているのが，代名詞とゼロ代名詞の使い方であ
る。３節から９節までは，２<３節にある「悪者＝神に逆らう者」をトピ
ックとする文章である（６節では引用があるが，「わたし」は「悪者」を
指しているので，トピックは続いている）。この文章で，新改訳はヘブラ
イ語で動詞の接辞で人称が示されている箇所を「彼」に置き換えており，
くどさが感じられる。一方，新共同訳では日本語でトピックの連続を示
す形式であるゼロ代名詞を用いている。主語に立っている場合はすべて
そうである。ここでの選択は，新共同訳で取られた選択の方が日本語と
してより自然である。（10節から11節の前半では，「不幸な人＝不運な人」
がトピックになっているが，そこでも同じことが言える。）さらに興味深
いのは，11節の後半である。新改訳はここで，「神」を受ける代名詞と
して「彼」を用いている。先に触れたように，「彼」は目上の人には使わ
れない。このため，この箇所の「彼」の先行詞が何なのか，わかりにく
くなっている。
代名詞を名詞句に置き換える可能性についてはどうだろうか。新改訳
は，マタイ５章３節を「心の貧しい者は幸いです。天の御国はその人の
ものだからです」，ヨハネ１章10節「この方はもとから世におられ，世
はこの方によって作られたのに，世はこの方を知らなかった」と訳すな
ど，原文にある代名詞を名詞句に変えるという工夫をした（口語訳では
「彼」が使われている箇所である）。このような工夫は新約聖書の方によ
く見られる。新共同訳はこのような工夫をさらに押し進めている。それ
は，例えば，次の創世記50章２節，10節の両翻訳の違いに見える。
『キリストと世界』第14号　　松　本　　　曜
（改) ヨセフは彼のしもべである医者たちに，父をミイラにするよ
うに命じたので，医者たちはイスラエルをミイラにした。（創
世50：2）
（共) ヨセフは自分の侍医たちに，父のなきがらに薬を塗り，防腐
処置をするように命じたので，医者はイスラエルにその処置
をした。（創世50：2）
（改) 彼ら［=ヨセフ，ヨセフの家族，ヨセフの兄弟，ヤコブの家
の者］はヨルダンの向こうの地ゴレン・ハアタデに着いた。
そこで彼らは非常に荘厳な，りっぱな哀悼の式を行ない，ヨ
セフは父のため七日間，葬儀を行なった。（創世50：10）
（共) 一行はヨルダン川の東側にあるゴレン・アタドに着き，そこ
で非常に荘厳な葬儀を行った。父の追悼の儀式は七日間にわ
たって行われた。（創世50：10）
逆の形になっているのは，ローマ人への手紙の16章である。「～によ
ろしく」と言っている箇所で，新改訳では極力「彼」「彼女」をさけて，
「この人」「その人」を使っているのに対して，新共同訳は「彼」「彼女」
を使用している。
最後に，先に考察した詩篇10篇にかえってみよう。この詩では「悪者」
と「貧しい者」が対比されている。17節では，「貧しい者」について，両
方の訳で「彼ら」が使われている。
（改) 主よ。あなたは貧しい者の願いを聞いてくださいました。あ
なたは彼らの心を強くしてくださいます。耳を傾けて，みな
しごと，しいたげられた者をかばってくださいます。（詩篇
10：17）
（共) 主よ，あなたは貧しい人に耳を傾け／その願いを聞き，彼ら
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の心を確かにし／みなしごと虐げられている人のために／裁
きをしてくださいます。（詩篇10：17）
この詩の１<２節を読むと，この詩人は明らかに「貧しい者」の側にあ
り，自分も含めて「貧しい者」と言っているように思われる。（この17
節の訳で「くださいます」が使われているのも，それと一致する。）この
ような場合，「彼ら」の使用は不自然であり，他人事のように聞こえる
（先の「疎隔の感」に関する議論を参照）。新共同訳の文章であれば，「そ
の心」の方がぴったりくる(28)。
４．結論
結論としては次のことが言える。文末の語形に関しては，新共同訳に
おけるイエスの発話などに関して問題が残る。新改訳のデスマス体の選
択は正しいと思われるが，具体的な語形の選択に課題もある。照応表現
に関しては，新共同訳が日本語らしさをうまく達成している場合が多い。
『キリストと世界』第14号　　松　本　　　曜
(28) ここでは触れなかったもう一つの問題は，接辞で三人称複数主語が示されている場
合で人一般をさすと思われる場合の訳である。そのような場合，「彼ら」という訳語
は，特定の人をさすように解釈されるので適当ではない。ゼロ代名詞を使うべきとこ
ろである。これは，新改訳の士師記16章７，11節などで問題となる。
